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地域のサポーター 
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工
事
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負
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件
可
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3月 
定例会 

2
月
27
日
か
ら
3
月
20
日
ま
で
会
期
22
日
間 

の領域」を広げ の領域」を広げ 
町づくりをめざす 町づくりをめざす 

13,837,024 14,351,747 △ 514,723
2,994,576 2,857,677 136,899
3,417,017 3,397,871 19,146
1,733,927 1,799,616 △ 65,689
51,602 54,739 △ 3,137
24,474 26,187 △ 1,713
279,133 276,157 2,976
25,352 28,640 △ 3,288
9,940 12,619 △ 2,679

368,670 550,199 △ 181,529
67,991 340,810 △ 272,819

土地区画 整理 事業 
奨学資金  貸付  金  

農業集落 排水 事業 

一 般  会 計  
国 民 健 康 保 険  
老 人  保 健  
介 護  保 険  

＊平成18年度における一般会計及び特別会計について比較した。 
（下水道事業会計及び水道事業会計を除く。） 

学 校 給 食 事 業  
住宅新築  資金  等  
霊 園  事 業  

当 初 予 算 の 比 較 （単位：千円） 

比較増減 会計区分 歳入歳出当初予算 
１７年度 １８年度 

苅田町第3次総合計画に掲げられたまちづくりの基本方針に基づき，町

民自らが企画実施する手づくりのまちづくり事業について、概ね次のよう

な事業に対して補助する。 

(1) 子育て支援に関すること。 (2) 青少年の健全育成に関すること。 

(3) 生きがいづくりに関すること。 (4) 環境の保全に関すること。 

(5) 保健福祉の推進に関すること。 (6) その他 

苅田町手づくりのまちづくり事業補助金 750万円 

399,210円 

苅田臨空産業団地開発 

平成平成1818年度年度 一般会計一般会計 平成18年度 一般会計 

（前年度比前年度比 3.6 3.6％減） （前年度比 3.6％減） 

（平成18年3月末人口 34,661人） 

138億3,702万円万円 138億3,702万円 
町民一人当たりに使われるお金 

予算額の1万円未満は切り捨てています 
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住民と行政の「協働 住民と行政の「協働 
手づくりの 手づくりの 

１８年度一般会計当初予算の性質別比較 （単位：千円） 

性質別区分 １８年度当初 １７年度当初 比較増減額 説         明   

人件費 2,400,844 29,178 職員や特別職等人に伴う一切の経費 

扶助費 1,399,712  △ 89,556 社会保障制度としての様 な々サービスのための経費 

公債費 1,056,574 38,947 借入れた資金を返済するための経費 

物件費 2,261,153 179,860 事務に要する経費や施設の維持管理に要する経費 

維持補修費 60,094 △ 4,726 道路や施設の維持に要する経費 

補助費等 642,701 318,852 他団体への補助金や負担金等の経費 

普通建設事業費 4,435,410 △ 842,819 施設の整備等行政水準の向上のための経費 

災害復旧費 10,208 △ 761 災害復旧のための経費 

繰出金 1,947,314 △ 142,424 会計間相互の予算の融通のため支出する経費 

その他 137,737 △ 1,274 積立金、出資金、貸付金、予備費 

予算合計 13,837,024 14,351,747 △ 514,723

2,430,022

1,310,156
1,095,521

2,441,013

55,368
961,553

3,592,591

9,447

1,804,890

136,463

 

平成18年3月16日に開港した新北九州空港について、今後はさらに利用促進に力を注ぎ便利で、
利用しやすいものにしていくため、また未整備の個所の整備を行なうために必要な費用を予算化す
るものです。 

空港関連事業費 

新北九州空港利用促進協議会負担金 

580万円 
空港開港後の利用実態の把握・分析に基づき、将

来アクセスのあり方の検討やその時々の課題につい
て調査・研究を行なう等。 

新北九州空港利用促進連絡会負担金 

4,004万円 
新空港への動機付けを高めるため、利用者に対する

ポイントカード制度を設ける、新たな需要の喚起や近
隣空港からの利用転換、リピーターの育成を図る。 

新北九州空港整備事業負担金 

670万円 
新北九州空港関連用地電力工事費負担金 

1,300万円 

空港の利用促進により、北九州地域の経済、観光
及び文化の発展に寄与する。 

新北九州空港ポイントカード運営協議会負担金 

1,000万円 

平成18年度 一般会計 

（前年度比 3.6％減） 
138億3,702万円 

開
港
し
た
新
北
九
州
空
港 
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港湾整備事業 
陸・海・空の交通網の整備として、航路浚渫の

ための負担金を予算化しています。 

成人の各種健康診断事業 
病気の早期発見・早期治療のため、各種健康診断

は最も有効と思います。町民一人でも多くの方の受
診により、健康で長寿の町づくりのため受診しまし
ょう。検診日や検診箇所については、広報かんだ等
で皆様方にお知らせし、募集いたします。 

環境整備事業 
近年、過剰包装や生活形態の変化により、ごみ

の減量化は困難を呈しております。 
苅田町では、空き缶・空き瓶のリサイクルや可

燃ゴミのRDF化など資源としてリサイクルしてお
ります。平成18年度では、これらに加えて、限
られた資源を有効にリサイクルするため旧ごみ焼
却場跡地にリサイクルセンターの設置が計画され
ています。 

町民健康診断委託料………… 7,481万円 

商業振興・観光事業 
空港を利用する観光客や地元の皆さんに苅田町

の情報や特産品の紹介等発信する基地整備事業と
して。 

苅田町のこれからの産業と観光を大きくアピー
ルするための、空港内に設置した苅田町のPRの
ための電照広告、観光ブースに係る予算として。
及び観光ビジョンの基本構想策定のための予算と
して。 

井場川埋立工事………………… 9,000万円 

(17年度受診率57.3%)

がん検診委託料……………………… 405万円 
 平成17年度受診率胃5.4%､肺(X線5.8%､喀痰0.5%)､大腸4.9% 

 
女性がん検診（マンモグラフィ含）…… 488万円 

(17年度受診率 乳がん･30～39歳 7.3%） 
(17年度受診率 乳がん･40歳～ 7.4%） 
(17年度受診率 子宮ガン 5.8％） 

 
 

349万円 
(17年度受診率45.4%)

210万円 
(17年度受診率12.2%)

86万円 
(17年度受診者数18名)

26万円 
(17年度受診率8.5%)

321万円 
(17年度受診率27.4%)

婦人健康診断委託料………………… 

成人歯科保険事業委託金………… 

240万円 空港電照広告制作及び管理委託料 

66万円 空港観光ブース管理委託料…………… 

500万円 観光ビジョン基本構想策定委託料 

成人病検診委託料………………………… 

骨密度測定委託料………………………… 

前立腺がん検診委託料…………… 

6億8,065万円 リサイクルセンター関係 

1億2,745万円 港湾整備事業負担金…… 

ごみの不法投棄は後を絶ちませんこの処理に 
１00万円の予算を計上しております。 

苅田町観光を掘り起こすため 

苅田町空港内 観光案内・情報コーナー 
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生活安全事業 
白石地区の高潮対策として、平成14年度から

年次計画で福岡県が施行する高潮対策工事に対す
る町の負担金を予算化しています。 

増加する交通量や大型車の通行で、橋の安全性
を調査するため橋の耐震調査を行ないます。 

教育・子どもの安全確保 
青少年の社会教育また体験学習の施設として、

等覚寺地区に｢青少年体験研修センター｣建設のた
め、設計委託料と用地購入費を予算化しました。 白石海岸高潮対策負担金………… 432万円 

 
 

1,414万円 耐震調査委託料（九耀橋、鋤崎橋） 

950万円 青少年体験研修センター設計委託料 

700万円 用地購入費……………………………… 

青色パトカーによる自主防犯のために必要な経
費を予算化しました。 

152万円 コーディネーター報酬……………… 

59万円 青色パトカーリース料…………………… 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案

を
可
決
し
た
。

一
般
会
計
予
算

平
成
18
年
度
予
算
の
編
成

方
針
は
。

三
位
一
体
改
革
の
中
、
行

財
政
改
革
を
日
常
的
に
進
め
、

町
長
の
基
本
施
策
で
あ
る
住
民

と
行
政
の
「
協
働
」
の
領
域
を

広
げ
、
手
づ
く
り
の
町
づ
く
り

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
予
算

編
成
方
針
で
あ
る
。

役
場
庁
舎
増
設
の
目
的
は
。

会
議
室
の
確
保
で
各
課
の

配
置
等
を
考
え
て
建
設
し
た

い
。土

地
開
発
公
社
の
見
直
し

は
。平

成
18
年
度
中
に
も
存
続
・

廃
止
論
を
含
め
土
地
開
発
行
政

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

補
助
金
の
ア
ッ
プ
の
理
由
は
。

法
人
化
に
向
け
財
務
体
質

の
強
化
で
あ
る
が
、
法
人
化
に

よ
り
国
・
県
の
補
助
金
も
増
え

る
た
め
決
算
で
は
、
町
の
負
担

は
減
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

犬
猫
避
妊
去
勢
手
術
補
助
金

に
つ
い
て
、
行
政
の
守
備
範
囲

を
越
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

運
用
し
て
い
く
中
で
、
愛

犬
・
愛
猫
家
と
し
て
の
管
理
責

任
の
向
上
と
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
等

を
は
か
っ
て
い
く
。

高
潮
対
策
事
業
に
つ
い
て
。

平
成
18
年
度
は
、
二
崎
浄

水
場
付
近
ま
で
の
２
２
０
ｍ
を

予
定
し
て
い
る
。

白
川
方
面
へ
の
消
防
車
の

平
均
到
着
時
間
は
。

平
均
10
分
程
度
で
あ
る
。

﹇
要
望
﹈

・
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

安
心
安
全
の
町
づ
く
り
か
ら
電

気
代
の
町
負
担
や
、
ソ
ー
ラ
ー

化
の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

・
町
民
健
康
診
断
制
度
の
更
な

る
拡
充
に
つ
い
て
、
啓
発
活
動

等
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
受
診
率
を

高
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設

に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
が
よ
り

身
近
な
施
設
と
な
る
よ
う
要
望

す
る
。

・
地
産
地
消
に
つ
な
が
る
よ
う

生
産
者
や
「
担
い
手
」
の
や
る

気
を
喚
起
す
る
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
予
算
執
行
を
求
め
る
。

・
町
道
浮
殿
文
久
線
・
白
石
干

拓
線
の
早
期
整
備
及
び
臨
海
工

業
線
交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
要
望
す
る
。

歳
入
に
つ
い
て

[

要
望]

・
不
要
不
急
な
町
有
財
産
の
早

期
処
分
を
、
ま
た
更
な
る
行
財

政
改
革
を
要
望
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

[

要
望]

・
滞
納
世
帯
の
分
割
納
入
等
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
の
値
上
に
伴

い
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

は
、
で
き
な
い
の
か
。

繰
入
れ
は
で
き
な
い
。

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

[

要
望]

・
地
産
地
消
で
白
川
米
等
の
直
接

購
入
の
検
討
を
要
望
す
る
。

霊
園
事
業
特
別
会
計

[

要
望]

・
霊
園
の
新
規
の
開
発
も
町
づ

く
り
の
視
点
か
ら
検
討
を
要
望

す
る
。

予
算
特
別
委
員
会
報
告

平
成
18
年
度
苅
田
町

一
般
会
計
予
算
ほ
か
　
13
件

●
付
託
案
件

予
算
特
別
委
員
長

坂
本
　
東
二
郎
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慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案

を
可
決
し
た
。

男
女
共
同
参
画
審
議
会
設
置

条
例
の
一
部
改
正

男
女
共
同
参
画
室
を
設
け

る
こ
と
で
、
従
来
と
の
違
い
は
。

事
務
的
な
内
容
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
が
、
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

重
点
的
に
進
め
た
い
。

特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

下
水
道
事
業
特
別
会
計
を

企
業
会
計
に
移
行
す
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

下
水
道
事
業
の
経
理
、
運

営
状
況
が
わ
か
り
易
く
な
る
。

情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
の
人
選
は
。

弁
護
士
、
大
学
の
先
生
な

ど
を
考
え
て
い
る
。
現
在
の
情

報
公
開
審
査
会
委
員
を
そ
の
ま

ま
選
任
す
る
か
は
、
今
の
と
こ

ろ
決
め
て
い
な
い
。

個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

役
所
内
で
職
員
が
取
り
扱

う
個
人
情
報
は
対
策
を
講
じ
て

い
る
か
。

職
員
は
、
法
律
に
よ
り
秘

密
の
保
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
使
用
状
況
等
は
電
算
室

で
管
理
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
や
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ス
ク
の
管
理
は
。

持
ち
出
し
に
は
、
総
務
部

長
決
裁
の
許
可
制
と
し
て
い
る

が
、
早
い
時
期
に
検
討
し
、
情

報
保
護
に
つ
い
て
最
善
を
尽
く

し
た
い
。

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

よ
り
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を

公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
現

行
は
。給

与
・
職
員
数
等
の
一
部

に
つ
い
て
公
表
し
て
い
た
が
、

今
後
は
退
職
者
数
・
任
用
者

数
・
分
限
・
懲
戒
等
処
分
者
や

勤
務
時
間
等
も
公
表
す
る
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
、
個
人
名
は

公
表
し
な
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

消
防
費
で
は
、
１
１
９
番

直
接
受
信
装
置
で
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
消
防
装
備
は
後
退
し

て
い
な
い
か
。

消
防
施
設
装
備
の
充
実
は

進
め
ら
れ
て
い
る
。

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

貸
付
金
の
徴
収
は
進
ん
で

い
る
か
。

年
々
償
還
が
完
了
し
、
債

務
者
は
減
少
し
て
い
る
が
、
滞

納
者
の
減
少
に
努
力
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会
報
告

補
正
予
算
　
　
　
　
　
３
件

条
例
の
改
正
・
制
定
　
15
件

議
決
内
容
の
一
部
変
更

１
件

事
務
組
合
規
約
改
正
　
１
件

公
平
委
員
会
の
設
置
　
１
件

●
付
託
案
件

総
務
常
任
委
員
長白

石
　
壽
幸

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案

を
可
決
し
た
。

苅
田
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
業

務
分
担
は
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
主
と
し
て
指
導
・
相
談
的

業
務
を
実
施
す
る
。

組
織
の
要
員
は
。

保
健
士
２
名
、
社
会
福
祉

士
２
名
の
常
勤
嘱
託
職
員
、
そ

の
他
保
健
士
で
５
名
程
度
の
計

画
で
あ
る
。

苅
田
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

介
護
保
険
料
が
、
上
が
る

こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

今
後
の
保
険
料
の
上
昇
を

抑
え
る
た
め
、
介
護
予
防
事
業

に
力
を
入
れ
て
行
な
う
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

奨
学
資
金
貸
付
金
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
減
少
で
、
借

り
入
れ
希
望
者
が
減
っ
た
の

は
、
貸
付
金
額
が
低
い
の
で
は

な
い
か
。

貸
付
額
が
低
い
と
の
ク
レ

ー
ム
は
特
に
な
い
が
、
審
議
会

で
検
討
い
た
だ
き
、
よ
り
利
用

し
易
い
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

学
校
美
化
委
託
料
で
、
子

ど
も
達
が
喜
ん
で
学
べ
る
環
境

作
り
か
ら
も
、
学
校
の
美
化
を

強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
が
、
予
算
の
許
す
範
囲
で
美

化
に
努
め
た
い
。

国
民
健
康
保
険
補
正
予
算

（
第
４
号
）

国
保
会
計
は
医
療
費
の
高

騰
に
よ
り
赤
字
と
な
っ
て
お

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
で
帳
尻
を
合
わ
せ
て
い
る

が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
報
告

補
正
予
算
　
　
　
　
　
９
件

条
例
の
改
正
・
制
定
　
５
件

●
付
託
案
件

厚
生
文
教
常
任
委
員
長

長
井
　
孝
篤
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議会を傍聴しませんか 
次の定例会は6月です。 
一般質問は6月13日・14日・15日・16日（4日間）の予定。 

開催時間/10時～17時（予定）受付は庁舎6階まで。 

問い合わせは議会事務局まで ℡093-434-19813月議会は118人の傍聴者がありました 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案

を
可
決
し
た
。

苅
田
駅
自
由
通
路
等
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

自
由
通
路
で
の
喫
煙
又
は

飲
酒
等
に
よ
り
、
た
ま
り
場
に

な
ら
な
い
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

対
応
す
る
。

専
決
処
分
（
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
）

[

要
望]毎

年
損
害
賠
償
事
件
が
数
件

起
き
て
い
る
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
通
勤
等
に
お
い
て
道
路
の
現

状
把
握
を
職
員
に
も
指
導
す
べ

き
だ
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

橋
の
耐
震
調
査
の
結
果
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

15
ｍ
以
上
の
橋
３
箇
所
の
け

た
が
短
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、

改
良
を
行
な
っ
て
い
る
。
ほ
か

の
橋
に
つ
い
て
も
再
調
査
の
必

要
が
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
危
険
性
が
あ
る
と
こ
ろ
は
改

良
し
て
い
く
。

[

要
望]白

石
海
岸
高
潮
対
策
を
県
に
、

平
成
19
年
度
ま
で
に
完
了
す
る

よ
う
要
望
が
あ
っ
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

い
つ
ま
で
特
別
会
計
で
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

償
還
義
務
が
、
平
成
26
年

ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
終
了

ま
で
行
な
う
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

当
初
、
景
観
等
も
考
え
公

園
化
な
ど
を
は
か
る
と
の
計
画

が
さ
れ
て
い
た
が
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
を
す
る
の
か
。

国
の
補
助
金
等
の
規
制
で

見
送
ら
れ
た
が
、
植
樹
等
の
景

観
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

収
益
的
収
支
に
お
い
て
、

京
築
水
道
企
業
団
か
ら
の
受
水

費
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん

等
で
対
応
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
今
後
老
朽
浄
水
場
の
建
替

え
に
も
影
響
す
る
と
思
う
が
早

急
な
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。補

て
ん
で
き
る
と
こ
ろ
は
見

直
し
を
検
討
し
た
い
。
老
朽
浄

水
場
の
改
修
は
、
平
成
18
年
度

実
施
計
画
を
行
な
い
、
平
成
19

年
度
改
修
工
事
を
行
な
い
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

補
正
予
算
　
　
　
　
　
７
件

条
例
の
改
正
・
制
定
　
４
件

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
１
件

工
事
請
負
契
約
変
更
　
２
件

工
事
協
定
の
変
更
　
　
１
件

町
道
路
線
の
認
定
　
　
１
件

事
務
の
委
託
に
関
す
る
協
議

１
件

●
付
託
案
件

産
業
建
設
常
任
委
員
長

井
上
　
　
修

健
康
づ
く
り
大
学
の
開
講
、

町
民
検
診
の
普
及
、
啓
発
活
動

の
推
進
の
三
本
立
て
で
、
特
に

高
血
圧
、
糖
尿
病
等
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
努
力
し
、
医
療
費

の
上
昇
の
抑
制
に
努
め
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

新苅田駅舎東西自由通路



一
般
質
問
は
、
12
人
が
質
問 

  

9
木原　洋征 議員 
１．国保税について 
２．教育環境の整備について 
３．児童館の早期設置について 
４．吉廣町長への公約について「誰もが安心して心豊かに暮らしていける町へ」 
５．平和で安全な新北九州空港を 

10
林　　繁実 議員 
１．小さな輪から大きな輪へ 
  〔独自性の確立と苅田方式（きめ細かい行政）〕 

11
作本　文男 議員 
１．政治姿勢と公約 

12
梶原　弘子 議員 
１．安心、安全で住みやすい町づくりについて 
２．同和事業 

13
武内幸次郎 議員 
１．空港を生かした町づくりへの基盤整備について 
２．未処理化学弾について 
３．農業振興について 

桝谷　忠明 議員 
１．人口問題 
２．住宅問題 

14
川上公美子 議員 
１．介護が必要な人が受けられる介護保険制度を 
２．教育行政について 
３．安心して住める町づくりを 

15
坂本東二郎 議員 
１．新空港開港に伴う諸問題について 
２．手づくりの町づくりについて 

16
常廣　直行 議員 
１．自立に向けての町づくり 
２．交通体系の確立 
３．公共施設の維持管理 
 

17
友田　敬而 議員 
１．所信表明を受けて 
２．観光について 
３．安心安全の町づくり 
４．中心市街地活性化について 

18
小山　信美 議員 
１．安心・安全のまちづくりのために 
２．防災無線整備の必要性 
３．新たな介護保険制度について 
４．AED（自動体外式除細動器）の設置、救命講習の普及促進を 

19
白石　壽幸 議員 
１．安全に安心して暮らせる町づくりについて 
２．環境問題について 
３．教育問題について 

桝谷議員の一般質問については、原稿提出を辞退す
る申し出があり、質疑応答の内容は割愛し質疑項目の
み掲載しました。 
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国
保
税
の
引
き
下

げ
と
、
滞
納
制
裁

措
置
の
中
止
を

低
所
得
で
苦
し
ん
で
い
る

町
民
で
も
払
え
る
国
保
税
に
す

る
た
め
に
、
一
般
財
源
か
ら
の

繰
入
額
を
増
額
し
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
を
。

税
の
引
き
下
げ
は
困
難
。

国
保
世
帯
の
３
分
の
１
、

２
、０
５
５
世
帯
が
滞
納
と
い

う
異
常
な
状
況
を
ど
う
打
開
す

る
の
か
。
ま
た
、
全
国
的
に
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ

の
空
調
設
備
の
設
置
は
、
障
害

児
の
学
習
権
の
保
障
や
子
供
た

ち
が
学
習
に
集
中
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
緊
急
な
課

題
。
18
年
度
、
障
害
児
の
い
る

片
島
小
、
苅
田
小
の
２
校
か
ら

設
置
が
必
要
で
は
。

各
教
室
の
空
調
設
備
は
、

今
後
、
順
次
検
討
し
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
は
防
犯
上
か
ら
も
速
や

か
な
運
行
が
必
要
。
特
に
、
新

津
中
の
校
区
は
非
常
に
広
く
、

障
害
の
あ
る
子
や
体
調
の
悪
い

子
、
自
転
車
に
乗
れ
な
い
子
供

た
ち
と
家
族
の
負
担
を
考
え
る

と
、
早
期
運
行
が
必
要
で
は
。

子
供
た
ち
の
登
下
校
の
安

全
対
策
と
し
て
今
後
の
検
討
課

題
。通

学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
県
道
浄
土
院
川
横
の
交
差

点
改
良
工
事
と
交
通
規
制
、
県

道
今
古
賀
横
の
安
全
対
策
の
早

期
実
施
が
必
要
で
は
。

交
差
点
改
良
は
南
北
の
町

道
拡
張
が
必
要
。
用
地
交
渉
を

行
い
実
施
し
た
い
。
一
ツ
橋
・

県
道
間
の
交
通
規
制
は
、
行
橋

警
察
署
に
要
請
し
て
い
る
。

片
島
小
の
児
童
増
加
対
策

と
し
て
、
片
島
・
岡
崎
間
の
公

社
所
有
の
遊
休
地
の
早
期
活
用

と
雇
用
促
進
住
宅
へ
の
家
賃
補

助
の
増
額
が
必
要
で
は
。

補
助
金
の
増
額
は
厳
し
い
。

児
童
館
の
早
期
設
置
が
、

幼
児
の
虐
待
や
児
童
へ
の
悲
惨

な
事
件
が
頻
繁
に
発
生
す
る

中
、
緊
急
に
必
要
で
は
な
い
か
。

公
民
館
や
空
き
店
舗
な
ど

で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
早

め
に
取
り
組
み
た
い
。
尾
倉
の

総
合
福
祉
会
館
の
利
用
も
検
討

し
た
い
。

木
原
　
洋
征
議
員

米
軍
再
編
に
反
対
し
、
平
和
で
安
全
な

新
北
九
州
空
港
を
望
む

米
軍
再
編
に
よ
る
築
城
基
地
使
用
は

町
長
と
し
て
反
対
し
て
い
る

普通教室への空調設備の
設置通学路の安全対策を

制
裁
措
置
を
や
め

て
、
保
険
証
を
再

交
付
し
て
い
る
自

治
体
が
増
え
て
い

る
が
、
な
ぜ
苅
田

町
で
で
き
な
い
の

か
。町

と
し
て
、
分

割
の
納
付
等
個
別

に
相
談
を
受
け
て

い
き
た
い
が
、
資

格
証
明
書
の
発
行

中
止
は
困
難
。
今

の
制
度
を
こ
の
ま

ま
持
続
し
た
い
。

浄
土
院
区
へ
の
バ
ス
の
乗

り
入
れ
は
、
切
り
替
え
場
所
確

保
が
で
き
れ
ば
乗
り
入
れ
可
能

と
の
こ
と
。
区
民
か
ら
土
地
の

提
供
申
し
入
れ
が
あ
り
、
至
急

調
査
の
上
手
配
を
。

Ｕ
タ
ー
ン
場
所
の
確
保
と

陸
運
局
の
許
可
が
下
り
れ
ば
、

乗
り
入
れ
は
可
能
。

「
米
軍
再
編
」
に
よ
る
築

城
基
地
の
米
軍
使
用
は
、
緊
急

使
用
の
恒
常
化
で
、
新
北
九
州

空
港
の
安
全
な
運
行
が
危
ぶ
ま

れ
る
の
で
は
。

「
米
軍
再
編
」
に
よ
る
築
城

基
地
使
用
に
つ
い
て
は
、
町
長

と
し
て
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。

乳
幼
児
、
児
童
の

安
全
な
居
場
所
づ

く
り
は
児
童
館
の

早
期
設
置
で

平
和
で
安
全
な

新
北
九
州
空
港
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

浄
土
院
乗
り
入
れ
を
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全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
平

成
の
市
町
村
大
合
併
は
、
地
方

分
権
の
時
代
が
来
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
こ
で
最
も
重
要

に
な
る
の
は
首
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
あ
る
。
そ
の
人
間
像

に
つ
い
て
私
の
考
え
を
申
し
ま

す
と
、
空
港
や
公
民
館
は
お
金

で
買
え
ま
す
が
、
買
え
な
い
人

間
の
能
力
を
活
用
し
、
潜
在
す

る
能
力
を
目
覚
め
さ
せ
る
。
こ

れ
が
一
番
大
事
な
リ
ー
ダ
ー
像

で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
仕
事
は

高
い
理
想
と
確
固
た
る
信
念
に

基
づ
く
決
断
と
実
行
で
す
。
来

る
べ
き
地
方
分
権
を
意
識
し
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

た
い
。地

方
自
治
体
の
リ
ー
ダ
ー

は
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
、

そ
の
達
成
に
向
か
っ
て
職
員
と

住
民
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
健
康
で
明
る

く
公
平
で
人
間
的
魅
力
が
な
け

り
、
子
ど
も
達
が
は
つ
ら
つ
と

自
然
に
親
し
む
環
境
整
備
な

ど
、
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。家

庭
ゴ
ミ
は
分
別
化
す
る

こ
と
で
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

増
進
に
な
る
が
、
さ
ら
に
住
民

の
意
識
改
革
を
促
し
、
行
政
は

こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
し
、
有

効
な
手
段
に
は
迅
速
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
う
が

い
か
が
か
。

簡
単
に
ゴ
ミ
を
有
料
化
す
る

と
か
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
と
か
、
簡
単
な
こ
と
で
は
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
住

民
と
一
体
化
し
て
環
境
問
題
を

考
え
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ュ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
を
提

唱
し
て
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す
。

本
日
質
問
し
た
内
容
は
ど

こ
の
自
治
体
も
が
頭
を
か
か

え
、
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
問

題
で
あ
り
、
生
活
に
根
ざ
し
た

施
策
が
重
要
だ
。

林
　
　
繁
実
議
員

少子･高齢化や
ゴミ問題の対応は

地域との
連携づくりを

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
組
織
の
風

通
し
を
よ
く
し
て
、
建
設
的
な

意
見
が
飛
び
交
う
職
場
風
土
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。大

合
併
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
た
少
子
・
高
齢
化
は
、
も

は
や
避
け
て
は
通
れ
な
い
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

年
金
、
介
護
問
題
、
業
種
に
よ

っ
て
は
労
働
力
不
足
、
税
金
の

減
少
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
込

む
よ
う
に
な
っ
た
の
が
現
状

だ
。
日
本
の
総
人
口
は
平
成
19

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
変

わ
り
、
２
０
５
０
年
に
は
１
億

人
、
老
人
人
口
は
1.5
倍
に
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

人
口
の
推
移
は
予
測
で
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
問
題
が
出

て
く
る
の
は
、
国
、
県
、
市
町

村
の
怠
慢
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
予
測
で
き
る
少
子
・
高
齢

化
を
ど
の
様
に
考
え
、
ど
の
様

な
施
策
で
将
来
に
備
え
る
か
を

伺
い
た
い
。

子
育
て
や
介
護
な
ど
に
地

域
ぐ
る
み
の
家
族
支
援
、
高
齢

者
や
障
害
者
が
生
き
が
い
を
も

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

整
備
、
子
ど
も
を
中
心
に
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
づ
く
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教
育
改
革

中
央
集
権
の
も
と
「
豊
か

な
平
等
」
・
「
結
果
の
平
等
」

が
実
現
し
た
。
し
か
し
引
き
換

え
に
国
・
地
方
合
わ
せ
て
７
７

０
兆
円
も
の
借
金
が
出
来
た
。

こ
れ
か
ら
は
画
一
さ
れ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
不
可
能
に
な
っ

た
。
地
方
分
権
の
も
と
苅
田
町

政
も
行
政
の
在
り
方
、
町
民
と

行
政
の
役
割
、
負
担
の
見
直
し

等
を
行
い
真
の
住
民
自
治
を
目

指
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
民
要
求
に
対
し
応
え
る
よ

う
努
力
は
す
る
が
、
で
き
な
い

事
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
く
。

34
人
学
級
を
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て
総
論
賛
成
、
各
論

反
対
で
あ
る
。
保
護
者
の
声
を

聞
く
と
、「
学
級
崩
壊
を
何
と

か
し
て
ほ
し
い
、
英
語
教
育
や

34
人
学
級
も
良
い
が
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
学
校
に
通
わ
せ
る

事
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
が
圧
倒
的
だ
と
思

う
が
。34

人
に
な
れ
ば
40
人
の
時

よ
り
一
人
一
人
に
目
が
届
く
教

育
が
で
き
る
。

根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら

な
い
。
問
題
児
に
つ
い
て
は
家

庭
教
育
も
視
野
に
入
れ
、
幼
児

教
育
も
含
め
た
総
合
的
な
取
り

組
が
必
要
だ
。

教
育
に
は
色
々
な
問
題
が

あ
る
。
今
回
は
そ
の
第
一
段
階

だ
。日

本
立
国
の
原
点
は
教
育

だ
。「
米
百
俵
の
精
神
」
で
総

合
的
な
教
育
改
革
を
望
む
。

昨
年
６
月
「
苅
田
汚
職
」

と
い
う
不
幸
な
事
件
が
起
き

た
。
談
合
事
件
、
収
賄
事
件
だ
。

当
事
者
中
野
光
男
は
建
設
会
社

の
他
に
三
友
総
合
商
事
㈲
（
燃

え
な
い
ゴ
ミ
収
集
の
委
託
業

者
）
の
代
表
者
で
も
あ
り
昨
年

８
月
４
日
に
起
訴
、
本
年
１
月

17
日
有
罪
判
決
が
あ
っ
た
が
委

託
契
約
を
解
除
さ
れ
な
い
た

め
、
事
件
の
も
う
一
人
の
当
事

者
、
沖
永
春
生
の
子
息
に
代
表

作
本
　
文
男
議
員

「
結
果
の
平
等
」
か
ら

「
機
会
の
平
等
」
の
町
政
を

自
分
達
の
こ
と
は
、
自
分
達
で

や
る
こ
と
が
望
ま
し
い

「
町
民
要
求
と
行
政
の
対

応
」
の
例
と
し
て
各
行
政
区
に

公
園
が
あ
る
。
地
域
の
子
ど
も

達
や
地
元
の
人
達
の
憩
い
の
場

で
あ
る
。
当
然
そ
の
公
園
の
管

理
は
地
元
の
人
達
で
や
っ
て
い

く
べ
き
だ
。
し
か
し
、
現
実
は

町
が
金
を
出
し
地
元
老
人
会
等

に
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
し

か
も
年
３
回
が
５
回
に
増
え
て

い
る
。
自
治
の
本
質
に
沿
っ
て

見
直
す
べ
き
だ
。

地
元
の
苦
情
、
要
望
だ
と

思
う
が
精
査
し
て
み
る
。

先
人
の
力
で
豊
か
な
税
収

に
恵
ま
れ
て
は
い
る
が
、「
受

益
と
負
担
」
の
原
則
を
忘
れ
た

町
政
は
い
ず
れ
破
綻
す
る
。
誰

も
莫
大
な
借
金
を
子
々
孫
々
に

残
し
て
良
い
と
思
っ
て
い
る
町

民
は
い
な
い
は
ず
だ
。

委
託
契
約

者
の
変
更
を
し
て
い
る
が
許
さ

れ
る
の
か
。

代
表
者
の
変
更
は
９
月
５

日
で
あ
り
、
刑
の
確
定
の
後
で

な
い
と
取
消
で
き
な
い
。

明
ら
か
に
委
託
契
約
の
解

除
を
逃
れ
る
た
め
に
行
わ
れ
た

行
為
で
あ
り
、
道
義
的
に
許
さ

れ
な
い
。
顧
問
弁
護
士
と
も
相

談
し
対
処
す
べ
き
だ
。
又
、
指

名
停
止
要
綱
で
は
代
表
者
が
起

訴
さ
れ
た
時
点
で
指
名
停
止
に

す
べ
き
で
あ
る
と
あ
る
が
、
何

故
し
な
い
の
か
。

弁
護
士
と
相
談
し
報
告
す

る
。
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梶
原
　
弘
子
議
員

障害者自立支援法、なまえどおり
障害者は自立できるのか

障害福祉計画を作成する

障
害
者
自
立
支
援

法
に
つ
い
て

実
態
を
よ
く
把
握
し
、
審

査
会
に
障
害
者
や
家
族
な
ど
を

加
え
て
ほ
し
い
。
重
度
の
人
は

利
用
す
る
ほ
ど
負
担
が
重
い
。

町
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
は
こ

の
制
度
の
利
用
限
度
額
が
２
万

４
、
６
０
０
円
、
あ
と
は
実
費

武
力
攻
撃
事
態
法
と
い
う

法
律
が
２
０
０
３
年
、
自
、
公
、

民
で
強
硬
可
決
、
ア
メ
リ
カ
が

海
外
で
引
き
お
こ
す
戦
争
に
自

衛
隊
を
引
き
込
み
、
そ
の
支
援

活
動
に
罰
則
つ
き
で
国
民
を
動

員
す
る
と
い
う
危
険
な
内
容
。

例
え
ば
敵
が
苅
田
港
に
上
陸
し

た
場
合
、
行
橋
方
面
の
山
に
逃

げ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
先
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
な
ど
あ

い
ま
い
、
結
局
国
民
を
守
れ
な

い
法
律
だ
と
思
う
。

都
道
府
県
知
事
が
国
民
の
土

地
、
建
物
を
強
制
収
容
で
き
、

社
会
福
祉
が
担
っ
て
い
る

施
設
は
本
来
国
や
自
治
体
が
や

る
事
、
そ
れ
を
民
間
が
担
い
公

費
運
営
し
て
い
る
が
、
足
り
な

い
か
ら
と
言
っ
て
保
護
者
に
負

担
は
求
め
ら
れ
な
い
。
保
育
士

や
ひ
い
て
は
こ
ど
も
に
し
わ
寄

せ
が
く
る
が
。

処
遇
改
善
費
は
16
年
度
で

７
割
、
17
年
度
で
４
割
、
18
年

度
で
ゼ
ロ
。
保
育
連
盟
の
７
園

の
了
解
を
も
ら
っ
て
い
る
。

町内保育所の
処遇改善費が
ゼロになった
が処遇は改善
されたのか

消
防
行
政
で
区
ご
と
に
あ

る
消
防
器
具
な
ど
の
充
実
を
願

う
。近

じ
か
検
査
。
古
く
な
れ

ば
交
換
す
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
機
が
18

年
６
月
か
ら
設
置
義
務
化
さ
れ

る
が
、
昨
年
も
焼
死
者
が
出
た
。

報
知
器
設
置
で
改
善
さ
れ
る
、

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

に
、
こ
の
報
知
器
を
町
予
算
で

取
り
付
け
ら
れ
な
い
か
。

予
算
の
関
係
な
ど
あ
る
の

で
検
討
課
題
と
し
た
い
。

同
和
事
業
の
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
き
た
京
都
郡
、
合
併
に

よ
り
１
市
２
町
に
変
わ
っ
た
。

県
も
同
和
対
策
を
18
年
度
で
終

了
、
町
と
し
て
ど
れ
だ
け
今
ま

で
予
算
執
行
し
た
の
か
総
括
し

て
ほ
し
い
。

昭
和
44
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

資
料
は
あ
る
が
倉
庫
か
ら
調
べ

出
す
時
間
的
猶
予
が
ほ
し
い
。

地
区
の
消
防
器
具

な
ど
の
充
実

国
民
保
護
法
の

問
題
に
つ
い
て

同
和
行
政
に
つ
い
て

緊
急
時
に
は
医
療
関
係
者
、
土

木
業
者
、
運
送
業
者
な
ど
１
６

０
機
関
に
業
務
従
事
命
令
が
だ

せ
罰
則
で
縛
ら
れ
て
い
る
。

苅
田
町
に
は
大
型
工
場
、
重
要

港
湾
、
火
力
発
電
所
、
新
空
港
、

築
城
基
地
の
再
編
問
題
も
あ
り
、

国
は
武
力
の
法
整
備
で
は
な
く

外
交
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

今
後
国
民
保
護
計
画
を
策

定
、
協
議
し
て
い
く
。

で
負
担
が
重
い
。
上
限
額
の
引

き
下
げ
と
減
免
を
願
う
。

障
害
者
の
実
態
を
み
て
今

後
検
討
す
る
。

障
害
者
の
訓
練
や
就
労
移

行
支
援
と
あ
る
が
障
害
者
受
け

入
れ
先
企
業
へ
の
働
き
か
け
は

す
る
の
か
。

行
政
か
ら
は
難
し
い
が
、

一
般
就
労
の
移
行
と
い
う
こ
と

で
何
ら
か
の
事
業
計
画
を
盛
り

込
み
た
い
。
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苅
田
町
の
人
口
は
平
成
12

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
今
日

で
は
３
５
、
０
０
０
人
を
切
っ

て
い
る
。
社
会
状
況
の
変
化
は

あ
る
が
住
宅
施
策
等
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
の
が
要
因
の
一
つ
で

は
な
い
の
か
。

住
宅
施
策
が
不
十
分
で
あ

っ
た
。
教
育
問
題
や
土
地
が
高

い
な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る

が
原
因
を
検
討
し
対
策
を
行
っ

て
い
く
。

与
原
土
地
区
画
整
理
事
業

の
方
針
案
の
作
成
を
行
う
と
の

何
本
か
入
れ
、
日
豊
線
に
沿
っ

た
道
路
の
延
長
を
行
え
ば
民
間

に
よ
る
住
宅
地
と
し
て
の
開
発

が
期
待
で
き
る
と
思
う
が
考
え

は
。

人
口
増
に
つ
い
て
は
真
摯

に
と
ら
え
、
意
見
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

18
年
度
予
算
の
歳
入
で
航

空
機
燃
料
譲
与
税
が
１
８
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
北
九
州

市
へ
の
金
額
は
。

確
定
で
は
な
い
が
３
、
７
０

０
万
円
程
度
で
苅
田
町
の
取
り

分
が
そ
の
５
％
で
あ
る
。
北
九

州
市
に
は
そ
の
他
タ
ー
ミ
ナ
ル

や
格
納
庫
等
の
税
収
が
考
え
ら

れ
る
が
苅
田
町
は
な
い
。

空
港
関
連
用
地
へ
の
誘
致
活

動
や
利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み

は
。関

連
用
地
２
ha
の
整
備
が

終
了
す
る
の
で
一
日
も
早
く
誘

致
に
向
け
取
り
組
む
。
利
用
促

進
に
つ
い
て
は
航
空
会
社
が
、

就
航
し
や
す
い
支
援
策
や
利
用

者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
な
ど
利
用
促

進
策
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
等
を
実
施

し
、
新
た
な
路
線
確
保
な
ど
に

取
り
組
み
た
い
。

下
水
道
整
備
の
全
体
的
な
見

直
し
の
結
論
は
い
つ
な
の
か
。

３
月
末
に
予
定
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
整
備
事
業
が
終

農
業
振
興
策
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
地
産
地
消
で
す

が
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
産

物
を
地
域
で
消
費
し
生
産
者
の

顔
が
見
え
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
や
す
い
な
ど
、
食
の
安

全
安
心
が
叫
ば
れ
る
今
日
。
よ

り
良
い
施
策
だ
が
取
り
組
み
状

況
は
。地

産
地
消
の
農
業
活
性
化

手
法
は
食
の
地
方
分
権
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
苅
田
町
の
農
業

を
再
生
さ
せ
る
有
効
な
選
択
で

も
あ
り
、
安
全
で
安
心
な
農
産

物
の
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
と
楽
し
み
の
あ
る
直
売
所

建
設
や
学
校
給
食
へ
の
安
定
供

給
な
ど
の
施
策
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
。

武
内
幸
次
郎
議
員

定
住
化
施
策
へ
の
取
り
組
み
強
化
を

都
市
基
盤
整
備
を
図
り

宅
地
化
を
誘
導
し
て
い
く

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

25
年
間
何
も
手
を
つ
け
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
人
口
増

加
策
の
こ
と
も
あ
り
十
分
精
査

し
た
い
。
実
現
す
れ
ば
約
１
０

０
ha
で
９
、３
５
０
人
の
人
口

増
が
期
待
で
き
る
。

目
標
人
口
５
万
人
を
４
万

人
に
変
更
し
た
が
、
５
年
間
で

５
、
０
０
０
人
を
増
や
す
の
は

大
変
だ
。
一
つ
の
例
と
し
て
城

南
団
地
の
下
に
は
農
地
が
沢
山

残
っ
て
い
る
が
、
政
策
的
な
道

路
を
県
道
か
ら
日
豊
線
際
ま
で

地
産
地
消
に
つ
い
て

了
す
る
の
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

雨
窪
か
ら
猪
熊
ま
で
１
、

０
６
７
ha
で
平
成
25
年
を
目
標

年
度
と
定
め
て
い
る
が
、
再
評

価
の
結
果
平
成
45
年
に
変
更
が

出
さ
れ
て
い
る
。

合
併
浄
化
槽
も
含
め
検
討
し

な
け
れ
ば
不
公
平
感
が
生
ま
れ

る
。
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川
上
公
美
子
議
員

四
月
か
ら
の
改
正
で
国
は

新
た
に
尊
厳
の
保
持
を
う
た
っ

て
い
る
が
、
制
度
の
継
続
の
た

め
利
用
を
制
限
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

要
支
援
だ
っ
た
人
が
非
該
当

者
に
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が

出
て
い
る
。
役
場
に
再
申
請
を

す
れ
ば
早
期
の
対
応
は
可
能
か
。

事
情
を
い
ろ
い
ろ
尋
ね
、
な

る
べ
く
早
く
受
け
た
い
と
考
え

て
い
る
。

認
定
に
対
し
県
に
不
服
申

請
は
で
き
る
の
か
。

認
定
の
通
知
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
60
日
以
内
に
不
服
申

請
が
で
き
る
。

介
護
予
防
に
力
を
い
れ
る

の
で
あ
れ
ば
寄
附
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
な
ど

町
と
し
て
準
備
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

貸
し
出
し
が
多
い
の
で
社
会

福
祉
協
議
会
に
そ
ろ
え
て
も
ら

い
貸
し
出
す
こ
と
を
考
え
て
い

憲
法
第
26
条
で
義
務
教
育

は
無
償
で
あ
る
。
学
校
教
育
法

第
25
条
で
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
っ
て
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
に
対
し
て
は
、
必
要
な

援
助
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
あ
る
。
給
食
費
の
未
納
額

は
、
平
成
５
〜
16
年
で
３
５
５

名
、
７
５
３
万
６
、
２
８
７
円

に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
中

で
就
学
援
助
を
必
要
と
す
る
人

は
い
な
い
の
か
。

把
握
で
き
て
い
な
い
。

現
在
小
中
学
校
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭
に
就
学
援
助
制
度

の
案
内
が
配
布
さ
れ
て
い
る

が
、
基
準
額
や
内
容
を
充
実
で

き
な
い
の
か
。

分
か
り
や
す
い
内
容
と
周

知
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。国

は
一
旦
中
止
し
た
全
国

学
力
テ
ス
ト
を
復
活
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
愛
知
県
犬
山
市
で

は
、
知
識
偏
重
で
は
な
く
自
然

か
ら
学
ぶ
力
を
人
格
形
成
の
中

核
に
位
置
づ
け
る
事
を
教
育
目

標
と
し
て
、
こ
れ
に
不
参
加
を

表
明
し
て
い
る
。
ど
う
受
け
止

め
る
か
。

知
力
は
生
き
る
力
の
要
素

で
あ
り
、
全
国
一
斉
学
力
テ
ス

ト
は
必
要
で
あ
る
。

日
本
の
子
ど
も
は
過
度
に

競
争
さ
せ
ら
れ
、
勉
強
嫌
い
に

な
っ
て
い
る
。
慎
重
に
対
応
す

べ
き
だ
と
思
う
が
。

尊厳を保つ介護保険を

各種のサービスを用意し
相談に応じる

る
。

今
ま
で
非
課
税
世
帯
か
ら

課
税
世
帯
に
な
り
、
国
保
税
や

介
護
保
険
料
も
増
税
と
な
る

が
、
減
免
制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
。慎重

に
見
通
し
な
が
ら
動
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

就
学
援
助
制
度
で
　

教
育
の

機
会
均
等
を

安
心
し
て
住
め
る

町
づ
く
り
を

議
会
で
答
弁
し
た
こ
と
が

何
年
も
放
置
さ
れ
て
い
る
。
職

員
の
適
性
な
配
置
を
。

一
人
一
係
で
は
な
く
対
応
で

き
る
。旧

マ
ル
シ
ョ
ク
が
解
体
さ

れ
、
商
店
街
の
空
洞
化
を
町
民

は
心
配
し
て
い
る
。
空
き
店
舗

を
活
動
の
場
に
。
又
、
商
店
の

中
心
に
駐
車
場
の
確
保
な
ど
考

え
て
い
な
い
の
か
。

中
心
市
街
地
に
土
地
が
見
当

た
れ
ば
、
今
後
考
え
る
。
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坂
本
東
二
郎
議
員

空港開港に伴い悔いの
残らない町づくりを

陸､海､空､三位一体
交通結節点をアピールする

臨
空
産
業
団
地
に
つ
い
て

計
画
と
現
状
を
比
較
し
て
ど
う

な
の
か
。

ま
た
雇
用
の
効
果
に
つ
い
て

は
。工

事
進
捗
率
は
97
・
８
％
で

あ
り
、
２
月
末
現
在
で
９
社
の

企
業
と
契
約
締
結
を
行
い
全
体

割
合
で
24
・
５
％
で
あ
る
。

行
橋
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
調
査

に
よ
る
と
求
人
率
は
昨
年
同
時

期
よ
り
14
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
、

立
地
済
み
の
３
企
業
も
24
名
の

町
民
が
雇
用
さ
れ
、
引
き
続
き

町
民
雇
用
を
要
望
し
て
い
く
。

臨
空
産
業
団
地
は
順
調
に

推
移
し
て
評
価
し
て
い
る
。
当

団
地
は
、
故
伊
塚
町
長
が
幾
多

の
反
対
論
、
慎
重
論
が
あ
る
中
、

苅
田
町
の
将
来
を
見
据
え
て
踏

み
切
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
故
町

福
岡
県
に
要
望
し
な
が
ら
改
善

し
て
い
き
た
い
。

苅
田
町
に
と
っ
て
40
年
近

く
か
か
っ
て
開
通
し
た
待
望
の

道
路
で
あ
り
母
と
な
る
道
路
で

あ
る
。
期
待
感
を
持
っ
て
道
路

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
等
を
町
民
か
ら

一
般
公
募
を
提
案
し
た
い
と
思

う
が
。な

か
な
か
良
い
ア
イ
デ
ア

と
思
う
。
住
民
に
愛
さ
れ
、
親

し
ま
れ
る
道
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
し
少
し
で
も
優
し
さ
が

持
て
る
よ
う
に
今
後
の
課
題
に

し
た
い
。

苅
田
駅
新
駅
舎
移
転
時
期

は
い
つ
な
の
か
。

苅
田
駅
の
オ
ー
プ
ン
は
Ｊ

Ｒ
と
の
協
議
で
本
年
４
月
22
日

を
予
定
し
て
い
る
。

苅
田
駅
舎
新
築
に
伴
っ
て

住
民
の
関
心
事
は
、
特
急
停
車

問
題
で
あ
る
。
苅
田
町
と
し
て

Ｊ
Ｒ
に
具
体
的
に
何
回
、
誰
に

陳
情
活
動
を
行
っ
た
の
か
。

正
式
に
は
前
町
長
と
２
回

行
っ
た
。
一
回
目
は
平
成
15
年

11
月
頃
に
企
画
担
当
部
長
に
公

文
書
で
要
請
し
た
。
二
回
目
は

長
の
思
い
を
具
現
化
す
る
た
め

に
も
苅
田
町
の
産
業
ゾ
ー
ン
の

シ
ン
ボ
ル
地
域
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
も
ら
い
た
い
。

臨
海
工
業
線
を
初
め
と
す

る
道
路
整
備
の
中
で
苅
田
磯
浜

地
区
あ
た
り
は
、
本
来
通
行
線

で
あ
っ
た
所
が
分
断
さ
れ
て
い

る
が
、
住
民
か
ら
道
路
閉
鎖
に

伴
う
苦
情
は
な
い
の
か

苦
情
等
も
若
干
き
て
い
る
。

道
路
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
交
通

体
系
の
整
備
等
、
非
常
に
難
し

い
面
も
あ
る
が
、
住
民
と
共
に

16
年
２
月
頃
Ｊ
Ｒ
の
代
表
取
締

役
に
陳
情
し
た
。
そ
れ
以
外
で

も
地
元
の
取
り
組
み
の
陳
情
を

行
っ
て
い
る
。

陳
情
は
よ
り
頻
繁
に
や
っ

た
ほ
う
が
効
果
が
あ
る
と
思

う
。
我
々
町
民
サ
イ
ド
も
住
民

運
動
な
ど
、
よ
り
積
極
的
に
取

組
み
、
必
要
と
あ
ら
ば
署
名
活

動
等
も
行
い
、
新
し
い
苅
田
駅

に
特
急
停
車
を
実
現
し
て
い
く

努
力
と
盛
り
上
げ
を
行
う
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

苅田駅舎東西自由通路

臨空産業団地の眺望
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常
廣
　
直
行
議
員

自
動
車
関
連
企
業
の
集
積

を
目
指
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致

が
進
ま
な
い
。
そ
の
対
策
は
。

県
と
相
談
し
な
が
ら
、
受

け
皿
づ
く
り
を
進
め
る
。

特
色
あ
る
優
遇
措
置
を
作

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

条
例
の
見
直
し
、
改
定
を

進
め
優
遇
制
度
を
次
回
議
会
ま

で
に
考
え
る
。

産
官
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
再
開
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。県

と
相
談
し
な
が
ら
早
期

再
開
に
向
け
て
努
力
す
る
。

県
道
25
号
線
の
開
通
に
伴

い
、
中
央
分
離
帯
で
塞
が
れ
右

折
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
で

近
隣
企
業
は
数
千
万
円
の
損
害

を
被
っ
た
。
今
後
の
対
策
は
あ

る
の
か
。

県
と
も
協
議
を
進
め
、
都

市
計
画
道
路
の
整
備
を
優
先
さ

せ
た
い
。

苅
田
小
学
校
の
通
学
路
が

こ
の
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
で

歩
道
橋
の
請
願
書
も
出
て
い

る
。
そ
の
対
応
は
。

設
置
す
る
方
向
で
考
え
て

い
く
。県

道
の
周
辺
環
境
で
、
富

久
、
尾
倉
の
引
込
み
踏
み
切
り

の
廃
止
要
望
に
つ
い
て
の
進
捗

は
。鉄

道
法
が
あ
っ
て
難
し
い
が

今
後
も
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
調
整
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

使
命
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め

継続ある発展を
続けるまちづくり
のための施策は

空港の玄関口に
ふさわしい
優良企業の
誘致を進める

町
民
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の

規
模
に
あ
っ
た
施
設
に
再
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。国

の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
推

進
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

公
共
施
設
の
申
し
込
み
を
携

帯
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
シ
ス
テ
ム
に
出
来
な
い
か
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

集
会
所
整
備
等
の
補
助
金

見
直
し
を
考
え
て
い
る
の
か
。

条
例
改
正
は
考
え
て
い
な

い
が
補
助
金
見
直
し
は
考
え
て

い
る
。馬

場
小
学
校
区
学
童
保
育

の
立
ち
上
げ
に
、
ど
ん
な
支
援

が
で
き
る
の
か
。

費
用
と
施
設
は
町
で
。
窓

口
を
総
合
政
策
課
と
す
る
。

前
駅
移
転
計
画
を
進
め
る
」
と

受
け
止
め
て
良
い
か
。

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
進

め
る
。

企
業
誘
致
の
現
状

と
課
題

急
が
れ
る
苅
田
駅

再
開
発
事
業

公
共
施
設
の

維
持
管
理

県
道
25
号
線
開
通

後
の
課
題

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
本
格
運
行

を
前
に

苅
田
新
駅
舎
の
開
業
は
新

空
港
開
港
に
は
間
に
合
わ
な

い
。
計
画
を
早
め
ら
れ
な
い
の

か
。色

々
な
要
望
も
あ
り
、
今

後
出
来
る
限
り
努
力
す
る
。

工
事
メ
ド
は
つ
い
た
の
か
。

工
事
の
メ
ド
は
つ
い
た
。

約
束
通
り
「
苅
田
駅
に
メ

ド
が
つ
い
た
ら
小
波
瀬
西
工
大

に
も
、
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

実
証
運
行
を
見
な
が
ら
考

え
る
。こ

の
ま
ま
で
は
将
来
必
ず

破
産
す
る
。
採
算
性
も
考
慮
し

た
自
立
で
き
る
事
業
計
画
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

黒
字
採
算
は
難
し
い
。
課

題
は
沢
山
あ
る
と
思
う
。

混雑する日産正門前



〔17〕

議
会

広報
かんだNo. 

87

友
田
　
敬
而
議
員

新年度の予算方針は

手づくりの3つの
プランを基本に

町
長
の
所
信
表
明
を
ど
の

よ
う
に
新
年
度
予
算
に
反
映
さ

せ
た
の
か
。

私
の
政
策
基
本
で
あ
る

「
手
づ
く
り
の
３
つ
の
プ
ラ
ン
」

を
通
し
て
町
民
が
輝
く
町
に
す

る
た
め
に
現
状
の
把
握
と
計
画

立
案
に
主
眼
を
お
い
た
。

空
港
開
港
に
伴
う
苅
田
町

の
対
応
、
取
組
み
が
遅
い
が
ど

う
考
え
る
の
か
。

昨
年
の
町
政
の
混
乱
で
遅

れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
少

し
で
も
遅
れ
を
取
り
返
す
べ
く

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て

い
く
。井

場
川
河
口
埋
立
開
発
は

苅
田
町
の
商
業
・
観
光
発
展
の

起
爆
剤
で
あ
る
。
計
画
を
立
案

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
よ
り
慎

重
に
、
今
ま
で
の
経
緯
に
と
ら

わ
れ
ず
大
胆
に
行
っ
て
い
く
べ

き
だ
。

他
の
文
化
遺
産
を
観
光
化

し
て
い
る
所
を
見
る
と
行
政
、

主
催
者
、
町
民
が
色
々
な
知
恵

を
出
し
こ
の
問
題
を
解
決
し
て

い
る
が
、
苅
田
町
で
も
そ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
み
な

い
か
。今

後
、
祭
の
あ
り
方
、
実

施
の
仕
方
等
、
課
題
と
受
け
止

め
検
討
し
て
い
く
。

計
画
を
立
案
す
る
組
織
作

り
が
肝
要
で
あ
る
。
産
学
官
民

．
．
．
．

を
巻
き
込
み
慎
重
に
検
討
す

る
。

警
察
の
防
犯
体
制
が
町
の

発
展
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
面

が
見
ら
れ
る
が
対
応
は
。

警
察
、
県
へ
よ
り
安
全
な

防
犯
体
制
確
立
を
要
望
す
る
。

町
長
は
観
光
振
興
を
訴
え

て
い
る
が
伝
統
文
化
の
観
光
資

源
化
と
は
松
会
、
山
笠
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
の
か
。

空
港
で
の
苅
田
町
の
Ｐ
Ｒ

に
も
松
会
、
山
笠
を
展
示
し
て

い
る
。山

笠
、
松
会
を
観
光
化
す

る
場
合
に
政
教
分
離
が
問
題
に

な
る
の
で
は
。

現
状
と
し
て
は
問
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

空
港
開
港
、
高
速
道
路
開

通
、
港
湾
の
発
展
で
国
際
化
す

る
。
人
、
物
の
往
来
が
多
く
な

る
が
、
防
犯
体
制
は
大
丈
夫
か
。

防
犯
無
線
、
青
色
パ
ト
カ

ー
の
導
入
で
対
応
し
て
い
く
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

安
心
安
全
の
町
づ
く
り

賑
わ
い
の
商
店
街

国
の
商
業
政
策
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
が
改
正

さ
れ
る
が
、
大
型
店
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

中
心
市
街
地
活
性
化
を
中

心
に
ま
ち
の
商
業
活
性
化
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
現
在
描
い

て
い
る
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
壊

す
よ
う
な
大
型
店
の
出
店
が
あ

る
場
合
は
関
係
課
と
協
議
し
て

前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
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小
山
　
信
美
議
員

保
護
者
の
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
の
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
を
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
。

県
警
の
メ
ー
ル
配
信
や
学

校
か
ら
の
文
書
で
通
知
し
て
い

る
が
、
安
全
を
守
る
事
は
緊
急

な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
の
で

今
後
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
。昨

年
の
不
審
者
情
報
の
件

数
と
内
容
に
つ
い
て
。

16
年
度
は
17
件
。
抱
き
つ

き
、
車
内
か
ら
声
を
か
け
た
、

下
半
身
露
出
が
主
な
内
容
だ
。

不
審
者
情
報
の
伝
達
方
法

は
。学

校→

教
育
委
員
会→

京

築
教
育
事
務
所→

福
岡
県
警
。

各
学
校
か
ら
保
護
者
に
文
書
で

報
告
し
て
い
る
。

青
色
パ
ト
カ
ー
の
概
要
に

つ
い
て
。

福
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線

方
式
だ
と
１
－
３
以
下
の
予
算

で
で
き
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。本

町
で
も
整
備
が
ぜ
ひ
必

要
と
考
え
て
い
る
。
直
方
が
モ

デ
ル
地
区
な
の
で
研
修
等
に
行

き
そ
の
後
決
定
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
た
め
の
運
動
機

能
改
善
に
機
械
を
取
り
入
れ
て

安心メールシステムの
早期導入を

今後十分検討していく

防
災
無
線
整
備
の

必
要
性

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
と

救
命
講
習
の
普
及

促
進
を

県
の
非
行
防
止
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
で
行
政
と
関
係
団
体

が
非
行
防
止
に
当
た
る
。
青
色

パ
ト
カ
ー
一
台
に
一
人
県
警
の

Ｏ
Ｂ
を
雇
用
し
、
つ
き
16
日
勤

務
で
全
校
区
内
を
巡
回
す
る
。

昼
間
だ
け
で
な
く
夜
間
も

巡
回
す
る
よ
う
検
討
で
き
な
い

か
。未

然
防
止
が
最
大
の
危
機

管
理
だ
と
思
う
。
中
身
の
充
実

に
つ
い
て
は
今
後
真
摯
に
検
討

し
て
い
く
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
さ
れ
た

か
。実

施
校
は
京
築
管
内
で
１

ヶ
所
。
実
施
校
か
ら
資
料
を
取

り
寄
せ
校
長
会
な
ど
を
通
じ
実

施
に
向
け
検
討
し
た
い
。

護
身
方
法
を
学
び
本
来
も

っ
て
い
る
力
を
引
き
出
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
実
験
的
で
も
検
討

介
護
保
険
制
度
の

果
た
す
役
割

１
分
遅
れ
る
ご
と
に
救
命

率
は
10
％
ず
つ
下
が
り
発
生
か

ら
３
分
以
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
わ

れ
た
場
合
、
74
％
が
救
命
に
成

功
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
は
。

学
校
、
公
共
施
設
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
で
４
月
１
日
か
ら
設

置
さ
れ
、
関
係
者
は
３
月
下
旬

に
消
防
本
部
で
半
日
研
修
を
受

講
す
る
予
定
。

す
る
価
値
が
あ
る
と
思
う
が
。

教
育
委
員
会
や
学
校
で
も

検
討
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ

て
い
る
。

や
る
方
向
性
に
つ
い
て
は
。

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
や
各
公

民
館
に
あ
る
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー

や
階
段
状
の
踏
み
台
を
利
用
し

た
運
動
を
考
え
て
い
る
。
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白
石
　
壽
幸
議
員

交
通
安
全
・
防
犯

対
策
に
つ
い
て

教
育
問
題
に

つ
い
て

安全・安心して
暮らせるまちづくりは

整備計画を立てる

Ｊ
Ｒ
小
波
瀬
西
工
大
前
駅

の
移
転
等
問
題
は
、
前
、
伊
塚

町
長
は
「
苅
田
駅
周
辺
の
整
備

が
終
了
し
て
か
ら
取
り
か
か

り
、
な
る
べ
く
早
く
Ｊ
Ｒ
及
び

県
と
協
議
し
、
計
画
等
は
逐
次

進
め
て
行
き
た
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
町
長
が
変
わ
っ
た
の

で
再
度
考
え
を
伺
う
。

そ
の
線
を
で
き
る
だ
け
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
Ｊ
Ｒ
に
陳

情
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。九

耀
橋
東
側
の
交
差
点
付

近
の
整
備
の
見
通
し
に
つ
い

て
。小

波
瀬
西
工
大
駅
前
の
前

か
ら
九
耀
橋
手
前
の
カ
ー
ブ
の

間
は
歩
道
が
な
い
た
め
歩
行
者

に
危
険
な
状
態
で
あ
り
、
歩
道

の
整
備
を
計
画
す
る
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
付

近
や
河
川
敷
に
ゴ
ミ
が
放
置
さ

れ
て
い
る
が
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
う
。

広
報
紙
な
ど
を
通
じ
、
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
を
呼
び
か
け
、
美

苅
田
臨
海
工
業
線
が
開
通

し
交
通
量
の
増
加
と
加
速
走
行

の
車
両
が
多
く
、
危
険
が
予
測

さ
れ
る
。
歩
道
周
辺
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
照
明
灯
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

地
域
の
住
民
の
方
々
と
行

橋
土
木
事
務
所
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

白
石
区
、
二
崎
区
に
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
計
画
等
は
あ

る
か
。子ど

も
の
安
全
の
た
め
に
、

両
区
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

ほ
か
の
地
域
に
も
同
様
の
問
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
利
用
も

考
え
早
い
時
期
に
検
討
し
、
結

論
が
で
る
よ
う
に
努
め
る
。

Ｊ
Ｒ
小
波
瀬
西
工
大

前
駅
周
辺
の

諸
問
題
に
つ
い
て

環
境
問
題
に

つ
い
て

し
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
。

学
校
週
休
二
日
制
の
事
業

評
価
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
。体

験
を
通
じ
て
生
き
る
力

が
育
っ
て
き
た
と
い
う
評
価

と
、
学
力
の
低
下
と
評
価
が
ふ

た
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
学
力

低
下
の
面
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
で
学
力
向
上
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
指
導
の
充
実
に
努
め
て
い

る
が
、
基
本
的
生
活
態
度
、
行

動
様
式
が
身
に
つ
い
て
い
な
い

面
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
家
庭

や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

白
石
海
岸
や
神
ノ
島
の
残

り
少
な
い
海
浜
を
整
備
し
、
苅

田
町
の
宝
と
し
て
大
切
に
ま
も

り
、
生
涯
学
習
施
策
の
一
環
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

自
然
を
守
る
う
え
で
も
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
体
験
の
う

え
で
も
大
事
な
場
所
だ
と
思

う
。
県
へ
の
要
望
や
国
、
県
と

も
協
議
を
し
な
が
ら
考
え
て
い

く
。町

民
プ
ー
ル
の
整
備
に
つ

い
て
。老

朽
化
が
激
し
く
建
て
替

え
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
が

結
論
は
で
て
い
な
い
。

▼白石海岸の植樹と清掃をする新津中生徒▲
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平
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30
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講
師
　
常
磐
大
学
教
授

井

上
　
　
　
繁

内
容
　
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

委
員
会
活
動 

意
見
書
７
件

可
決
さ
れ
た
意
見
書
４
件
に
つ

い
て
は
、
関
係
先
に
送
付
し
た
。

・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民
間

開
放
は
行
わ
ず
、
充
実
を
求
め

る
意
見
書
　
　
　
　
　
　
可
決

・
さ
ら
な
る
総
合
的
な
少
子
化
対

策
を
求
め
る
意
見
書
　
　
可
決

・
大
豆
食
品
に
正
し
い
「
遺
伝
子

組
み
換
え
」
表
示
と
、「
遺
伝

子
組
み
換
え
」
大
豆
混
入
率
の

引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見
書
　
　

否
決

・
憲
法
第
９
条(

戦
争
の
放
棄)

の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書
　
可
決

・
医
療
制
度
改
革
関
連
法
案
に
反

対
す
る
意
見
書
　
　
　
　
否
決

・
米
改
革
、
新
た
な
「
基
本
計
画
」

実
施
に
あ
た
っ
て
は
す
べ
て
の

農
家
が
安
心
し
て
営
農
で
き
る

よ
う
万
全
な
対
策
を
求
め
る
意

見
書
　
　
　
　
　
　
　
　
否
決

・
次
期
定
数
改
善
計
画
の
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書
　
可
決

第
２
回
苅
田
町
議
会

(

臨
時
会
３
月
31
日)

慎
重
審
議
の
結
果
全
議
案
可

決
さ
れ
た
。

平
成
18
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
１
号)

教
育
特
区
の
実
施
に
係
る
町

費
負
担
教
職
員
の
人
件
費
な
ど

４
９
、
５
９
６
千
円
の
増
額
補
正

で
あ
る
。

「
未
来
を
拓
く
子
ど
も
を

育
て
る
教
育
の
町
　
苅
田
」

特
区
に
係
る
苅
田
町
費
負
担

教
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

教
育
特
区
に
係
る
町
費
負
担

教
職
員
の
採
用
に
あ
た
っ
て
の

方
法
、
定
数
、
給
料
、
手
当
等
、

支
給
方
法
、
旅
費
、
勤
務
時
間

等
の
規
定
に
関
す
る
条
例
の
制

定
で
あ
る
。

補
正
予
算
　
　
　
　
　
　
１
件

条
例
の
制
定
　
　
　
　
　
１
件

委
員
会
活
動

閉
会
中
の
調
査
の
た
め
開
か
れ

た
委
員
会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
１
月
26
日
）

・
ミ
ニ
公
募
債
の
発
行
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
運
行

の
経
過
に
つ
い
て

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

（
１
月
24
日
）

空
港
対
策
特
別
委
員
会

（
１
月
23
日
）

・
空
港
の
視
察

３
月
23
日

・
新
北
九
州
空
港
・
町
づ
く
り

〜
お
も
て
な
し
の
来
客
都
市

づ
く
り
〜
「
合
い
言
葉
は
ー

一
緒
に
や
ろ
う
！
」
講
演

入
札
制
度
改
善
対
策
特
別

委
員
会
（
２
月
７
日
）

・
宗
像
市
に
お
け
る
入
札
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
視
察

議
員
執
行
部

合
同
課
題
研
修

苅田中の福祉体験授業馬場小の英語活動授業

・
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
説

明
・
苅
田
町
給
食
セ
ン
タ
ー
視
察

（
１
月
31
日
）

・
総
合
的
な
学
習
の
授
業
参
観

苅
田
中
学
校
…
福
祉
体
験
授
業

馬
場
小
学
校
…
英
語
活
動
授
業
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っ
た
。

苅
田
町
で
も
行
財
政
改
革
の

一
つ
と
し
て
、
ま
た
住
民
の
利

便
性
か
ら
も
公
共
施
設
の
情
報

の
一
元
化
や
わ
か
り
や
す
い
利

用
方
法
に
つ
い
て
の
方
策
の
策

定
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
今
回
の
研
修
で
得
た

こ
と
を
基
に
執
行
部
と
論
議
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

施
し
て
い
る
。

港
の
景
観
に
つ
い
て
も
配
慮

さ
れ
、「
き
れ
い
な
港
」
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
。

苅
田
町
に
お
い
て
も
今
後
の

港
の
整
備
に
は
、
一
つ
の
観
光

的
イ
メ
ー
ジ
を
か
も
し
出
す
よ

う
な
事
業
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
。

平
成
18
年
２
月
８
日
〜
９
日

沖
縄
県
与
那
原
町
、
那
覇
市

●
研
修
内
容

人
口
増
加
策
の
た
め
の
活
力

の
あ
る
町
づ
く
り
（
那
覇
市
）

と
行
財
政
改
革
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ

利
用
に
よ
る
各
申
請
書
の
電
子

化
、
及
び
防
災
情
報
の
電
子
化

（
那
覇
市
）
に
つ
い
て
調
査
。

与
那
原
町

狭
小
な
土
地
を
克
服
し
、
地

域
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の

沖
縄
県
の
事
業
に
対
し
て
、
隣

接
す
る
西
原
町
と
で
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。

苅
田
町
に
お
い
て
も
、
企
業

進
出
ま
た
交
通
体
系
の
整
備
が

進
む
中
、
人
口
の
伸
び
は
見
ら

れ
な
い
。
苅
田
町
に
は
海
岸

線
・
山
間
部
・
田
園
地
域
等
自

然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
人
口
増

加
策
の
た
め
に
も
与
那
原
町
の

事
業
を
研
修
し
、
潤
い
の
あ
る

町
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
。

那

覇

市

公
共
施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム

の
概
要
や
電
子
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
安
心
安
全
情
報
シ
ス
テ
ム
実

証
実
験
の
概
要
の
研
修
を
行
な

総
務
常
任
委
員
会

研
修
視
察

平
成
18
年
２
月
８
日
〜
９
日

大
阪
府
池
田
市
、
吹
田
市

教
育
特
区
（
池
田
市
）
及
び
児

童
館(

吹
田
市)

の
調
査

苅
田
町
の
学
校
教
育
に
お
け

る
少
人
数
学
級
の
特
区
導
入
の

た
め
の
課
題
研
修
と
し
て
、
池

田
市
に
お
け
る
実
情
の
研
修
を

行
な
っ
た
。

池
田
市

平
成
16
年
３
月
教
育
特
区
の

認
定
を
受
け
、
英
語
教
育
・
科

学
情
報
教
育
を
導
入
、
教
員
の

市
費
で
の
採
用
に
よ
る
、
少
人

数
学
級
実
施
を
行
な
っ
て
い
る
。

苅
田
町
で
の
今
後
の
教
育
を

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

研
修
視
察

平
成
18
年
２
月
９
日
〜
10
日

鹿
児
島
県
名
瀬
市

苅
田
町
の
陸
・
海
・
空
の
交

通
拠
点
都
市
づ
く
り
の
一
つ
で

あ
る
、
港
の
整
備
に
つ
い
て
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
要
素
を
か
も

し
出
す
よ
う
な
整
備
を
議
論
す

る
べ
く
、
名
瀬
市
に
お
け
る
港

湾
整
備
で
ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド

面
の
連
携
の
取
れ
た
事
業
推
進

の
研
修
を
実
施
し
た
。

名
瀬
市
の
港
を
核
と
し
た
産
業

振
興
及
び
観
光
振
興
に
つ
い
て
。

名
瀬
市
で
の
港
湾
の
整
備
状

況
は
、
臨
海
道
路
、
耐
震
強
化

岸
壁
（
１
６
０
ｍ
）、緑
地
２
・
８
ha

や
都
市
機
能
用
地
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
港
を
核
と
し
た
観
光

振
興
の
活
性
化
を
重
点
的
に
実

産
業
建
設
常
任
委
員
会

研
修
視
察

論
議
す
る
場
合
の
貴
重
な
参
考

と
な
っ
た
。

吹
田
市

児
童
館
の
管
理
形
態
や
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
研
修
を
行
な

っ
た
。

吹
田
市
（
人
口
35
万
人
）
で

は
、
児
童
館
を
市
内
10
ヶ
所
有

し
て
お
り
、
一
館
当
り
６
名
の

嘱
託
職
員
で
運
営
し
て
い
る
。
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平
成
18年

 4月
25日

　
◆
〒
800－0392  福

岡
県
京
都
郡
苅
田
町
富
久
町
1－19－1

N
o
.87

新
空
港
開
港
に
関
連
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
式
典
や
見
学
会
な
ど

に
参
加
し
た
、
ど
れ
も
先
人
の

方
達
の
思
い
が
つ
ま
っ
た
も
の

で
20
年
か
ら
30
年
前
の
計
画
の

完
成
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
に
な
る
。
京
都
峠
の
ト
ン
ネ

ル
貫
通
に
は
50
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
。

私
達
の
役
目
は
先
人
の
み
な

さ
ん
の
思
い
を
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
今
を
生
き
る
人
達
に
ど

う
生
か
し
て
い
く
の
か
が
問
わ

れ
、
ま
た
未
来
に
渡
す
役
割
を

負
っ
て
い
る
と
強
く
思
っ
た
。

梶
　
原
　
弘
　
子

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
光
　
永
　
信
　
雄

副
委
員
長
　
井
　
上
　
　
　
修

委
　
　
員
　
梶
　
原
　
弘
　
子

〃
　

作
　
本
　
文
　
男

〃
　

武
　
内
　
幸
次
郎

〃
　

常
　
廣
　
直
　
行

〃
　

小
　
山
　
信
　
美

〃
　

友
　
田
　
敬
　
而

ああああ

とととと

がががが

きききき

が
ん
ば
れ
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー

（
第
11
回
）

『
こ
れ
だ
！
』こ
れ
し
か
な
い
と
、

数
日
後
、
会
議
を
開
き
昭
和
58

年
の
演
芸
会
は
大
蛇
退
治
で
勝

負
…
…
と
、
撮
影
し
て
き
た
写

真
を
見
な
が
ら
大
蛇
制
作
に
１

ヶ
月
か
か
っ
た
。
大
蛇
の
で
き

は
思
っ
た
以
上
の
で
き
ば
え
で

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

演
芸
会
本
番
の
当
日
を
迎
え
た
。

公
民
館
に
入
り
き
れ
な
い
程

の
観
客
に
団
員
も
興
奮
す
る
な

か
大
盛
況
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

そ
の
後
、
苅
田
ほ
た
る
祭
り
、

洋
上
敬
老
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

苅
田
夜
市
、
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
、

村
お
こ
し
祭
り
な
ど
沢
山
の
行

事
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
出
演

依
頼
も
あ
っ
た
が
、
当
初
は
断

っ
て
い
た
。
手
作
り
の
大
蛇
も

古
く
な
り
思
案
し
て
い
た
頃
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
の

支
援
を
受
け
、
島
根
県
よ
り
本

物
の
大
蛇
を
購
入
し
、
団
体
名

も
片
島
神

楽
か
ら
平

成
９
年
に

地
元
菅
原

神
社
の
天

神
様
の
名

前
を
拝
借

し
て
「
天

創
作
神
楽
で
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
、
片
島
青
年

団
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
、
平
成
９
年

に
同
好
会
を
結
成
し
た
。
京
築

を
中
心
と
し
た
神
楽
の
里
づ
く

り
構
想
推
進
の
一
躍
を
担
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
新
た
な
る
発

想
の
も
と
に
、
大
人
か
ら
子
供

ま
で
親
し
み
や
す
い
神
楽
の
創

造
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。

会
員
は
現
在
、
高
校
生
、
大
学
生

を
含
む
18
名
で
構
成
し
て
い
る
。

神
楽
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

昭
和
54
年
、
青
年
団
主
催
の
神

幸
祭
演
芸
会
で
お
土
産
で
買
っ

た
神
楽
面
や
は
ぎ
れ
で
作
っ
た

衣
装
な
ど
を
身
に
纏
い
鬼
退
治

を
披
露
、
会
場
割
れ
ぬ
ば
か
り

の
喝
采
に
団
員
大
感
激
。
こ
れ

を
機
に
片
島
神
楽
は
、
演
芸
会

は
も
ち
ろ
ん
敬
老
の
日
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
老
人
ホ
ー
ム
慰

問
等
々
多
く
の
行
事
に
参
加
し

て
き
た
が
、
回
を
重
ね
る
に
つ

れ
鬼
退
治
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
何

か
な
い
か
と
模
索
し
て
い
た
頃
、

団
の
慰
安
旅
行
で
島
根
県
出
雲

に
行
っ
た
時
、
宿
泊
ホ
テ
ル
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
石
見
神
楽

『
大
蛇
』
を
見
て
、
そ
の
勇
壮

さ
に
団
員
一
同
く
ぎ
付
け
…
…
。

親親
しし
みみ
やや
すす
いい
神神
楽楽

神神
話話
のの
世世
界界
をを
再再
現現

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
天
神
か
ぐ
ら
同
好
会

会
　
長
　
竹
　
田
　
俊
　
英

神
か
ぐ
ら

同
好
会
」

と
改
名
し

神
楽
講
と

し
て
ス
タ

ー
ト
し
、

築
城
町
で

開
催
さ
れ

た
第
２
回
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
苅
田
代
表
と
し
て
出
場
し

た
。創

作
神
楽
と
言
う
こ
と
で
会

場
は
、
天
神
か
ぐ
ら
を
見
よ
う

と
沢
山
の
人
が
ス
テ
ー
ジ
近
く

ま
で
集
っ
て
来
た
が
演
芸
会
で

鍛
え
た
く
そ
度
胸
で
、
ア
ド
リ

ブ
な
ど
も
飛
び
出
し
大
盛
況
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
大
蛇
も
一
匹

づ
つ
増
や
し
現
在
５
匹
と
な
り

衣
装
等
も
新
調
し
今
で
は
、
県

内
外
か
ら
も
出
演
依
頼
が
来
る

よ
う
に
ま
で
な
っ
た
。

神
楽
を
次
代
に
伝
え
る
後
継

者
の
こ
と
も
考
え
、
一
昨
年
か

ら
片
島
小
学
校
３
、
４
年
生
を

対
象
に
ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環

と
し
て
神
楽
を
教
え
て
い
る
。

今
後
、
演
目
も
増
や
し
郷
土

芸
能
の
一
つ
と
し
て
、
ふ
さ
わ

し
い
神
楽
講
に
な
れ
る
様
、
精

進
を
重
ね
新
た
な
文
化
の
創
造

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

南 
東 
北 
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南 
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